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一
、
は
じ
め
に

最
近
、
年
配
の
人
は
も
と
よ
り
若
者
の
聞
に

も
西
国
や
四
国
の
寺
々
を
巡
拝
し
て
、
納
経
帳

や
掛
軸
等
に
寺
印
を
押
し
て
貰
う
こ
と
が
静
か

な
ブ

l
ム
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
言
、
つ

ま
で
も
な
く
、
西
国
と
は
、
観
音
信
仰
に
基
づ

く
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
こ
と
で
あ
り
四

国
と
は
弘
法
大
師
信
仰
に
基
づ
く
四
国
八
十
八

ケ
所
霊
場
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る
地

西
国
と
は
、
近
畿
地
方
を
中
心
と
し
て
二
府
玉

県
に
散
在
し
て
い
る
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場

谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国
付

2 5ノ5

を
模
し
て
、
各
地
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
地
方
霊

場
の
こ
と
で
あ
い
。

典

ニ
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
に
つ
い
て

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
(
以
後
は
、
西
国

三
十
三
所
霊
場
と
記
す
)
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
、
新
城
常
三
氏
の
『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済

史
的
研
究
』
(
塙
書
房
一
)
を
は
じ
め
と
し
て
、

速
水
何
氏
の
『
観
音
信
仰
』
(
塙
書
房
)
、
前

回
卓
氏
の
『
巡
礼
の
社
会
学
』
(
関
西
大
学
経

済
政
治
研
究
所
)
等
の
詳
細
な
研
究
が
あ
加
。

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
西
国
三
十
三
所
霊
場
の
成

立
は
平
安
時
代
院
成
期
と
考
え
ら
れ
て
い
的
。

そ
の
頃
は
、
札
所
の
順
序
に
も
現
行
の
も
の
と

は
若
干
の
相
違
箇
所
が
認
め
ら
れ
、
貴
族
達
の

観
音
信
仰
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
西
国
巡
礼
そ
の
も
の
が
厳
札
い
「
修
業

的
意
義
を
帯
び
て
い
た
と
推
測
さ
れ
」
又
、
そ

の
事
が
「
資
格
の
獲
得
を
意
味
し
誇
る
べ
き
経

歴
と
な
っ
わ
」
こ
と
か
ら
、
巡
礼
者
の
大
半
は

寺
門
を
中
心
と
す
る
僧
侶
や
行
者
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
鎌
倉
時
代
も
続
き
、
室

町
時
代
に
な
る
と
、
観
音
信
仰
の
浸
透
・
交
通

条
件
の
改
善
・
経
済
の
発
展
な
ど
の
諸
条
件
に

よ
っ
て
、
そ
の
中
末
期
に
は
、
地
方
武
士
や
一

部
の
一
般
民
衆
の
聞
に
も
巡
礼
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
的
。
こ
の
頃
、
坂
東
三
十
三
所
霊
場

(
一
二
三
四
年
以
前
)
秩
父
三
十
三
所
霊
場
(
一

四
八
八
年
以
前
)
の
成
立
や
、
東
国
人
の
盛
ん

な
巡
礼
熱
な
ど
と
関
連
し
て
、
所
謂
「
西
国
」

の
名
称
が
冠
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
又
、
現

行
の
札
所
順
序
・
巡
礼
体
・
巡
礼
歌
の
成
立
等
、

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
西
国
三
十
三
所
巡
礼
の

形
態
も
確
立
し
た
よ
う
で
あ
加
。
地
方
霊
場
の

成
立
は
、
そ
の
後
も
一
層
盛
ん
と
な
り
、
十

五
世
紀
に
は
洛
中
洛
外
三
十
三
所
、
十
六
世

紀
に
な
る
と
奥
州
糠
部
郡
三
十
三
所
・
岩
城
三

十
三
所
・
最
上
三
十
三
所
等
が
み
ら
れ
、
こ
れ

ら
地
方
霊
場
の
成
立
は
、
西
国
三
十
三
所
を

頂
点
之
す
る
観
音
霊
場
巡
礼
を
飛
躍
的
に
拡
大

さ
せ
た
。
こ
の
傾
向
は
江
戸
時
代
に
入
る
と

一
層
す
す
み
、
新
城
氏
の
研
究
に
よ
る
い
ω
そ
の

成
立
が
元
禄
以
前
・
と
推
定
さ
れ
る
も
の
十
二

件
・
享
保
以
前
九
件
・
寛
政
以
前
十
件
・
慶
応

以
前
十
七
件
・
そ
の
他
不
明
二
十
三
件
が
あ
げ

ら
れ
て
お
り
そ
の
盛
況
が
窺
え
る
。
前
回
卓
氏
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の
西
国
三
十
三
所
の
札
所
に
納
め
ら
れ
て
い
る

納
札
の
数
的
研
究
に
よ
る
と
、
貞
享
・
一
万
禄
期
、

宝
暦
・
明
和
・
安
永
期
、
そ
し
て
文
化
・
文
政

期
の
三
期
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

加
。
そ
し
て
、
幕
末
の
減
少
期
を
経
て
、
明
治

期
に
入
る
と
徐
々
に
回
復
し
て
く
る
傾
向
が
み

ら
れ
旬
。
こ
の
様
な
西
国
三
十
三
所
巡
礼
の
盛
行

や
地
方
霊
場
の
増
加
は
、
婦
女
子
も
含
め
て
、

よ
り
多
数
の
人
々
の
参
加
を
促
が
し
た
が
、
一

方
、
修
行
性
や
通
過
儀
礼
的
性
格
が
薄
れ
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
物
見
遊
山
的
傾
向
が
強
く

な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
、
西
国
三
十
三
所
霊
場
の
発
達
を
概
観

し
て
き
た
が
、
越
前
国
に
お
け
る
巡
礼
や
地
方

霊
場
は
如
何
な
る
展
開
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
現
行
の
地
方
三
十
三
所
霊
場
の
コ

l
ス
を

網
羅
札
て
い
る
と
さ
れ
る
中
尾
桑
氏
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
三
十
三
所
観
音
霊
場
と
具
体
的
に
記

さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ
て
も
、
全
国
で
六
十

九
件
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
新

城
氏
の
七
十
件
に
余
る
霊
場
と
と
も
に
、
地
方

霊
場
の
普
遍
性
を
知
る
事
が
で
き
る
が
、
福
井

県
・
長
崎
県
・
鹿
児
島
県
・
沖
縄
県
の
四
県
は

そ
の
ど
れ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
遠
く
海
を

隔
て
た
沖
縄
は
別
に
し
て
、
鹿
児
島
の
場
合
は

薩
摩
藩
の
閉
鎖
的
な
宗
教
政
策
が
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
長
崎
に
つ
い
て
は
、

関
東
に
比
類
す
る
程
の
巡
礼
を
だ
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
加
。
福
井
、
特
に
越
前
に
つ

い
て
は
、
浄
土
真
宗
の
一
神
教
的
性
格
か
ら
「
本

山
参
詣
以
外
の
社
寺
へ
の
関
心
は
一
般
的
に
稀

薄
で
あ
初
」
ば
か
り
で
な
く
、
「
西
国
霊
場
な
ど

の
他
社
寺
の
参
詣
を
嫌
つ
た
よ
う
に
思
え
初
」

と
し
て
、
こ
れ
が
、
越
前
に
地
方
霊
場
が
存
在

し
な
い
こ
と
や
西
国
三
十
三
所
の
札
所
に
納
札

が
一
枚
も
現
存
し
て
い
な
い
事
の
理
由
と
推
察

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
西
国
巡
礼
の

約
四
割
は
浄
土
真
宗
の
信
徒
で
あ
加
と
い
う
事

実
を
考
え
る
と
き
、
近
世
と
現
代
に
お
け
る

寺
院
の
檀
徒
に
対
す
る
統
制
力
や
檀
徒
の
信
仰

心
の
差
異
を
考
慮
に
い
れ
で
も
、
越
前
に
お
け

る
西
国
三
十
三
所
霊
場
信
仰
の
問
題
を
再
度
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

惜
か
に
、
越
前
の
場
合
単
純
に
寺
院
数
だ
け

で
み
る
と
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
の
占
め
る
割
合

が
他
の
諸
地
域
に
比
べ
て
大
き
い
(
明
治
十
九

@
 

年
内
務
省
統
計
報
告
に
よ
る
と
全
国
平
均
二
六

・
七
%
・
越
前
国
六

0
・
一
%
)
。
し
か
し
、
浄

土
真
宗
が
広
く
信
仰
さ
れ
る
よ
、
つ
に
な
る
以
前

に
は
、
養
老
年
間
泰
澄
大
師
に
よ
っ
て
ひ
ら
か

れ
た
と
さ
れ
る
白
山
に
対
す
る
信
仰
が
篤
く
、
(

現
在
も
白
山
神
社
が
越
前
国
全
域
に
広
く
分
布

し
て
い
加
)
神
仏
習
合
思
想
に
よ
り
白
山
三
所

権
現
の
本
地
仏
と
し
て
十
一
面
観
音
(
御
前
峰
)

・
阿
弥
陀
如
来
(
大
汝
峰
)
・
聖
観
音
(
別
山
)

が
そ
れ
ぞ
れ
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
又
、
「
惣

ジ
テ
此
貞
景
ガ
御
代
ニ
ハ
善
根
多
被
成
ケ
リ
洛

陽
清
水
寺
ニ
新
観
音
堂
ヲ
建
立
シ
テ
灯
明
田
迄

寄
進
シ
タ
リ
ケ
ル
が
今
炉
於
テ
都
都
参
詣
ノ
輩

ハ
朝
倉
堂
ト
ゾ
云
ム
ロ
ケ
ル
」
「
三
月
四
日
義
景

先
一
乗
ヲ
御
出
有
テ
本
郷
龍
輿
寺
ニ
一
宿
シ
給

五
日
糸
崎
寺
ニ
参
詣
シ
給
ハ
ン
ト
テ
坊
中
ニ
寄

宿
シ
給
ケ
ル
且
ク
御
休
息
ノ
後
観
世
音
ニ
御
参

詣
有
ケ
九
(
傍
点
は
小
谷
)
泣
ど
か
ら
朝
倉

氏
の
並
な
ら
ぬ
観
音
信
仰
の
篤
ざ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

近
世
の
檀
家
制
度
下
に
お
け
る
庶
民
と
仏
教

と
の
関
係
が
、
「
必
ず
し
も
庶
民
が
各
宗
の
個

別
的
な
教
学
を
理
解
し
、
そ
の
教
理
を
信
仰
す
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西国 33ヶ所札所と越前国における地西国一覧

I~ 
西国 33 ヶ所札所 越前回地西国 今立地西国 池田地西国 福井地西国 慈母観音 33札所 越の国観音33札所 武生地西国 大野地西国

寺院名 宗派 府県名本尊(観音) 所在地 寺社名 宗派 本尊備 所在地 寺社名 所在地 管理者 仏像名 所在地 寺社名 所在地 観音名 所在地 寺社名 所在地 寺社名 所在地 寺社名

l 那智山青岸渡寺 天 台和歌山如意輪 杖立邑金 堂天 台(十一面)(，劃 文 室観音堂 月ヶ瀬上島重平観音 観音町鎮徳寺 小山谷瑞源寺 万霊観音 金 津正瑞寺 吾妻仇山寺 (市内) 洞雲寺
2 紀三井山金剛宝寺 救世観音 1/ 十一面 越知山本 堂 十一面・ 萱 谷積善寺 薮田区 有 1/ 中 島観喜院 矢 新 町 八代観音 上新庄 田中説教場 旭 観音堂 鋤 掛洪泉寺
3 風猛山粉河寺 1/ 1/ 干手千眼 糸崎浦糸崎寺真 言 1/ -奥富谷御 { 国 稲荷 宇野措子兵衛 金比羅 上之橋福蔵院 桃 国 町桃園観音 震災記念堂 安穏寺 上市月光寺 飯 降
4 棋尾山施福寺 天 台大阪 1/ 三国寺山性海寺 1/ 1/ - 池泉霊泉寺 観音堂 1/ 大願寺観音 勝 見良学院 乾 新 町乾観音 中 番竜雲寺 大山称名寺 深 井
5 紫雲山葛井寺 真 言 1/ 十一面干手干血 三国出村竜谷寺 1/ 如意輪 池 泉連正寺 1/ 1/ 1/ 1/ 北同]観音 立矢通り千年町 立矢観音 長畝山久保 受法寺 引接寺 本覚院 上荒井
6 壷阪山南法華寺 1/ 奈良干手干限 下兵庫大善寺 1/ 十一面 (1) 1/ 安泰寺 1/ 八幡杜不動 筏 町真田寺 下町元芦田屋敷 豊島観音 志比市野々 大学院 楠 窓安寺 黒 谷
7 東光山竜蓋寺 1/ 1/ 如意輪 畦畝村観音堂 作咽干手H・) 五分市文妙寺 市 市姫社鋭音 天王別当 医主院 豊島中町東光寺 東光観音 面薬師堂 深草龍泉寺 下 舌
8 豊山長谷寺 1/ 1/ 十一面 金津談義所 惣持寺 真 言 宮 谷奥徳寺 分野中辻才平金比羅 ;由 町乗久寺 駅前だるま屋 だるま観音 社 村観音堂 末広 中ぱきみ 鋤 掛円通庵
9 興福寺南円堂 法 相， 1/ 不空語索 簾尾邑龍津寺曹 洞土仏 ±ロ台 村野々宮 稲荷梅田文八観音 手安町持宝院 月見町花枝 花枝観音 牧ノ島竜善寺 1/ 真田寺 (市内) 春日社
10 明星山三室戸寺 本山修験 京都 千 手 豊原村豊原寺天 台十一面・ 樫 尾御 { 邑 上荒谷八幡社薬師 土居之内普観寺 花堂公会堂 花堂観音 鶏上野水源寺 桜 龍門寺 高砂町熊野社
11 深雪山上醍醐寺 真 百 1/ J佳 砥 松 岡観音堂真 言如意輪・ 1/ 高林寺 月ヶ瀬 上島亘平 金比羅 上与力町華応院 一本木町福井印刷 福印観音 春江江留 西畑忠吉宅 1/ 大宝寺 明信町観月庵
12 岩間山正法寺 1/ 滋賀干 手 平泉寺邑平泉寺天 台(十一函)・ 1/ 地蔵堂 寺島 広田佐太郎地蔵 鍵 町御 llk寺 和田八幡杜 和田観音 岡 保観音堂 泉 金蓮寺 " 徳巌寺13 石光山石山寺 1/ 1/ 如意輪 大野里谷仰性寺真 言十一面 (2) 粟田部金刀比羅 1/ 定 留吉 1/ 小田原普賢院 佐佳枝中町輝観音 西 藤観音堂 正覚寺 普精院 泉 町曹源寺
14 長等山三井寺 天 ムロ

" 1/ 1/木ノ本 観音堂 1/ 山ノ寺 山田 橋本甚左荷門 1/ 下与力町大仙寺 幾久町国通筋 幾久観音 松 岡安泰寺 北府不動堂 下 産自山堂
15 新那智山観音寺 真 言京都十一面 東江邑地蔵院真 言十一面(3) 1/ 薬師堂 板垣橋本嘉兵衛観音 牧野島長安寺 松本中町国道筋 国道観音 大 牧隆広寺 浪花善源寺 中 野 白山神社
16 音羽山清水寺 北法相 1/ 干 手 木田観音町 観音堂 1/ 十一面・ 1/ 秋葉山 山田原由太郎地蔵 田原町清法院 域ノ橋下町城東観音 永平寺位碑堂 引接寺 遍照院 相日 町吉祥院
17 補陀落山六世羅宮寺 真 言 1/ 十一面 山 村松尾寺 1/ 1/ • 1/ 十王堂 H 稲部善右面門 1/ 彼 南霊泉寺 手寄下町手寄観音 下文殊受誓寺 老松洞源寺 毘沙門裏道 金比羅
18 紫雲山頂法寺 天 台 1/ 如意輪 神宮寺山 波着寺 1/ • 1/ 粟生寺 1/ 八幡社観音 中呉服町 清源寺 浪花下町一乗寺 浪花観音 国滝谷、寺 高瀬河濯堂 城内下等覚院
19 霊庫山行願寺 1/ H 干 手 横小路観音町鎮徳寺 曹 洞干手(・) 1/ 観音山 寵甫l寺 1/ 石大仏全龍寺 城ノ橋中町 北野観音 福井西山石大仏 H 玄円寺 1/ 善鞘地車)
20 西山善峰寺 1/ 1/ " 小原町普賢院真 吾 1/二日市 観音堂 1/ 1/ 西山町光照寺 呉服町通リ 呉服観音 森 田観音堂 1/ 1/ 1/ 11 ( 11) 

21 菩提山穴太寺 1/ 1/ 聖 神明内普観寺 1/ (十一面H・; 栗田部法音寺 寺谷西光寺 1/ 橋法興寺 三ツ橋法興寺跡 照手観音 日島 鹿 酒井利雄宅 深草地蔵堂 日吉町山王社
22 補陀落山総持寺 真 言大阪干 手 牧ノ島長安寺 十面・ 1/地蔵町 地蔵堂 1/ 1/ 1/ 山 町隆松寺 乾新町霊泉寺 乾徳観音 福井山室 白山神社 元以町 盛秀寺 1/ 駒静(河虚)
23 応頂山勝尾寺 1/ 1/ 十一面 飯塚邑観音堂真 言 1/ 西 尾白山富 1/ 1/ 1/ 塩 町成覚寺 佐由開7裏馬場通') 貨泉観音 東藤島東超勝寺 平出仏光庵 1/ 長興寺
24 紫雲山中山寺 1/ 兵庫 " 江守村盛福寺天台律 新在家大自社 1/ 下道宇初弘法 愛宕坂蔵本院 花月新町花月観音 木部高柳 八十島近宅 太田地蔵院 寺 町大宝寺
25 御嵐山清水寺 天 台 1111 十一面干手 三十八社泰澄寺天 台(十一面)・ 岩本成願寺 内観音堂 広瀬区 有観音 1/ 昌教院 花月新町清宝寺 西光観音 宝永中町常福院 深草金剛院 富 島観音堂
26 法華山一乗寺 1/ 1/ 聖 長泉寺伸堂院 1/ ( 1/ )・ 1/ 外" 水海 " 薬師 1/ i庄著寺 西山町西厳寺 西山観音 大安寺観音堂 太田無量堂 日吉町神明社
27 書写山円教寺 1/ 1/ 六皆吉日意輪 府中川原町 悦山寺 1/ (干手)・ 大 滝見権現 1/ 阿弥陀寺観音 神宮寺下町 西念寺 足羽上町西念寺 足羽観音 徳 光善林寺 曙 国分寺 泉 町一乗庵
28 成相山成相寺 真 言京都 聖 今荘宿洞覚寺曹 洞十一面但) 1/ 見神社 1/ 1/ 1/ 木田東町 自性院 和田出作町 出作観音 裏中山俗神社 北府観音堂 日吉町蓮光寺
29 青葉山松尾寺 1/ 1/ 馬 ~Ji 横根村横根寺天 台干手・ 1/ 法徳寺 1/ 1/ 1/ 1/辻 普門院 相生町西光寺 相生観音 丸 岡白導寺 曙 引接寺 1/ 輿之唯
30 竹生島宝巌寺 1/ 滋賀干手干眼 朝日村福通寺真 言 1/ • 1/ 安楽寺 1/ 清閑院 1/ 赤 坂東雲寺 不動町泰清院 山之手観音 北 潟安楽寺 並木日庭寺 1/ 車光寺
31 娯締耶山長命寺 天 ムロ 1/ 干手十一面 二階堂村 白山杜 (十一面)・ 岩本御宮観音堂 1/ 1/ 地蔵 山 奥通安寺 山奥町通安寺 山奥観音 里 自称名寺 深草金剛院 1/ 舶慶寺
32 4 山観音正寺 1/ 1/ 千手干眼 玉川浦岩屋 観音堂 十一面・ 不 老正円寺 1/ 石丸別家弘法 1/しま 泰清院 旧鍛治町子安観音 下兵庫大善寺 相生正覚寺 1/ 瑞祥寺
33 谷汲山華巌寺 1/ 岐阜十一面 大谷寺村大谷寺天 台(十一面)(，・) 1/御宮観音堂 宮谷区 有観音 山 奥松尾寺 宝氷上町悲母観音堂 親観音 宝氷上町 宗教文化協会 正覚寺 昇雲院 中 保来迎庵
番外 豊山法起院真 言奈良徳道上人

華頂山元慶寺 天 台京都薬師如来 延宝6年以降成立 安永年中成立 寛政12年頃成立 文化12年以前成立 昭和23年成立 昭和24年成立 妙法山くまの上市 成立年不明
東光山菩提寺 真 言兵庫 薬師瑠璃光 現在も 6月上旬におこなわれている。 現在も春~夏におこな 現在も 8月10日におこなわれて 現在もおこなわれてい 現在も四万六千日にあたる日 現在も 6月28日前後にお 上市 田辺方 戦前迄おこなわれていた

本尊( )は「泰澄大師J(高嶋勝栄著)より われている。 いる。 る。 におこなわれている。 こなわれている。 弘法大師御詠歌 )は筆者
出典 (1は「福井県坂井郡誌J より 出典 出典 出典 出典 出典 国分寺 出典
「西国三十三ヶ所」平幡良雄著 札所研究会刊 (2)は「福井県大野郡誌」より

「西四国国三八十十三八ヶヶ所所御詠
「池田町史」 「越前国名蹟考」 「観音巡拝案内」 「観音巡拝案内J 善光寺御詠歌 「地西国札所付西国三

(3)は「足羽町史」より (福井市豊島東光寺所蔵) (福井市豊島東光寺所蔵) 引接寺 十三箇所御詠歌J
(4)は「今庄町誌」より 歌・寒念仏諸和讃」

薬師如来御詠歌 (大野市日吉町典之院所
備・は泰澄に関する伝承等のあるもの(r越前

(栗田部善光寺所蔵)
国分寺 蔵)

国名蹟考J) 延命地蔵御詠歌

備t・)は「泰澄大師J(高嶋勝栄著)に伝承等の 深草 地蔵堂

あるもの

出典 成立年不明

「越前国名蹟考J 昭和25・6年迄おこ

なわれていた。

出典

「西国三十三ヶ所御

詠歌武生地西国霊場」

(武生市横根山崎清

太夫氏所蔵)
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る
こ
と
を
意
味
」
せ
ず
「
そ
れ
ら
の
信
仰
形
態

は
純
一
な
仏
教
的
信
仰
で
な
く
、
複
雑
な
民
間

信
仰
、
固
有
信
仰
と
の
結
び
つ
お
」
を
示
し
て

い
る
こ
と
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
近
世
越
前
に

お
け
る
西
国
三
十
三
所
霊
場
に
対
す
る
信
仰
も

全
国
的
傾
向
の
中
で
把
え
る
こ
と
が
可
能
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
越
前
に
お
け
る

地
西
国
の
存
在
と
そ
の
信
仰
の
実
態
を
紹
介
し

た
し
。

83 

=
一
、
越
前
固
に
お
け
る
地
西
国

次
の
表
は
越
前
国
に
お
け
る
西
国
三
十
三
所

霊
場
の
存
在
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
江
戸
時
代
初
期
に
そ
の
成
立
が
予
想

さ
れ
る
越
前
園
地
西
国
に
つ
い
て
考
え
る
。
宗

派
別
に
み
る
と
、
西
国
三
十
三
所
が
、
真
言
問
・

天
台
帥
・
法
相

ω・
救
世
・
粉
河
観
音
凶
・
本

山
修
験

ωの
諸
宗
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
こ
の

地
西
国
に
お
い
て
は
、
真
言
回
・
天
台
仰
の

2

宗
の
他
に
曹
洞
宗
が
三
ヶ
寺
含
ま
れ
て
お
り
、

越
前
と
い
う
地
域
的
特
色
が
み
ら
れ
る
。
又
、

信
仰
の
対
象
で
あ
る
七
観
音
に
つ
い
て
は
、
西

国
三
十
三
所
が
、
千
手
観
音

ω・
十
一
面
観
音

ノl、
谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国

同
・
如
意
輪
観
音
附
・
聖
観
音
防
・
不
空
間
絹
索

観
音

ω・
准
抵
観
音

ω・
馬
頭
観
音

ωの
諸
観

音
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
地
西
国
に
お
い
て
は
、

十
一
面
観
音
側
・
千
手
観
音
附
・
如
意
輪
観
音

ω

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
十
一
面
観
音
に
対
す
る

信
仰
が
約
%
仰
を
占
め
て
お
り
西
国
三
十
三
所
の

場
合
と
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

前
述
し
た
白
山
信
仰
(
十
一
面
観
音
は
白
山
御

前
峰
の
本
地
仏
)
を
母
体
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
白
山
を
聞
い
た
と

さ
れ
て
い
る
泰
澄
に
つ
い
て
の
伝
承
と
関
係
を

持
つ
寺
院
や
仏
像
が
、
地
西
国
札
所
の
約
%
仰

を
占
め
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
で
あ
加
。

以
上
の
点
か
ら
、
越
前
園
地
西
国
は
単
な
る
西

国
三
十
三
所
の
模
倣
に
よ
る
地
方
版
と
し
て
で

は
な
く
、
越
前
国
独
自
の
観
音
信
仰
を
そ
の
基

盤
と
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
旬
。

西
国
三
十
三
所
巡
礼
が
盛
行
を
み
せ
た
と
い

わ
れ
る
宝
暦
・
明
和
・
安
永
1
文
化
・
文
政
期

に
は
、
今
立
地
西
国
(
安
永
)
・
池
田
地
西
国

(
寛
政
)
・
福
井
地
西
国
(
文
化
)
が
そ
れ
ぞ

れ
成
立
し
て
い
る
。
全
国
的
な
巡
礼
の
高
揚
を

小
地
域
と
し
て
確
実
に
う
け
と
め
て
い
る
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
立
地
西
国
や
池
田

地
西
国
に
み
ら
れ
る
如
く
、
観
音
に
対
す
る
信

仰
だ
け
で
な
く
、
地
蔵
(
今
立
・
池
田
)
金
刀

比
羅
(
今
・
池
)
、
秋
葉
山
(
今
)
、
十
王
(
今
)
、

薬
師
(
池
)
、
弘
法
(
池
)
、
不
動
(
池
)
等
に
対

す
る
信
仰
も
包
含
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
々

の
生
々
し
い
現
世
利
益
の
信
仰
と
密
着
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
近
世
の
民
衆
の
現
世
利
益

的
信
仰
の
博
物
館
的
様
相
を
示
し
て
お
り
、
定

期
的
に
そ
れ
ら
を
巡
拝
す
る
こ
と
が
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
性
を
帯
び
た
地
域
の
年
中
行
事
で

あ
る
と
共
に
、
身
辺
に
あ
る
多
く
の
神
仏
に
身

の
加
護
を
祈
念
す
る
機
会
で
あ
っ
た
と
推
察
で

き
る
。
(
武
生
や
大
野
の
地
西
国
も
そ
の
成
立

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
推
察

し
て
同
様
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
)

慈
母
観
音
三
十
三
札
所
と
越
の
国
観
音
三
十

三
札
所
が
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
、
災

死
者
の
霊
を
弔
う
と
い
う
目
的
で
、
昭
和
二
十

三
・
二
十
四
年
に
福
井
地
震
の
羅
災
地
全
域
に

わ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
事
は
、
後
述
す

る
様
に
近
世
に
成
立
し
た
地
方
霊
場
が
現
在
も

継
承
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
目
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的
を
も
っ
て
新
設
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ

る
。
福
井
市
の
慈
母
観
音
三
十
三
札
所
の
岡
凶

川
問
問
〕
観
音
や
、
越
の
国
観
音
三
十
三
札
所
が

宗
教
法
人
的
な
奉
讃
会
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て

い
る
な
ど
か
ら
、
以
前
の
も
の
に
は
な
い
近
代

性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
事
は
地
西
国

が
地
域
の
過
去
の
信
仰
の
姿
を
示
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
て
、
現
代
社
会
の
信
仰
と
し
て
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

-
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
地
方
霊
場
は
小
四
国

と
言
い
、
な
か
で
も
、
小
豆
島
な
ど
の
よ
う
に
島

を
一
巡
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
島

四
国
と
言
、
つ
。

2

後
藤
大
用
氏
『
修
訂
観
世
音
菩
薩
の
研
究
』
(

山
喜
一
房
一
)

た
な
か
し
げ
ひ
さ
氏
『
観
音
像
』
(
綜
芸
舎
)

武
田
明
氏
『
巡
礼
の
民
俗
』
(
岩
崎
美
術
社
)

H

『
巡
礼
と
遍
路
』
(
三
省
堂
)

平
幡
良
雄
氏
『
西
国
三
十
三
ヶ
所
』
(
札
所
研

容
ル
ム
E
)
真
野
俊
和
氏
「
村
落
に
お
け
る
神
仏
関
係
」
の

寸
巡
礼
」
の
項
(
『
日
本
民
俗
学
講
座
』

3
所
収

(
朝
倉
書
唐
)

速
水
品
川
氏
前
掲
書
一
一
六
五
頁

3 

新
城
常
三
氏
前
掲
書
四
二
三
頁

新
城
常
三
氏
前
掲
書
四
二
四
頁

新
城
山
常
三
氏
前
掲
書
四
三
五
頁

速
水
市
同
氏
前
掲
書
三
一
五
i
=
二
七
頁

速
水
筒
氏
前
掲
書
三
二
五
l
三
二
八
頁

9

新
城
常
三
氏
前
掲
書
八

O
七
j
八
一
一
頁

ω
前
田
卓
氏
前
掲
書
七
九
頁

日
前
田
卓
氏
前
掲
書
九
四
j
九
五
頁

ロ
中
尾
莞
氏
『
古
寺
巡
礼
辞
典
』
(
東
京
堂
出
版
)

日
前
田
卓
氏
前
掲
書
一
五
四
l
一
五
五
頁

日
新
城
常
三
氏
前
掲
書
八
八
五
頁
九
六
四
頁

目
前
回
卓
氏
前
掲
書
一
四
九
頁

日
前
田
卓
氏
前
掲
書
一
九
八
頁

げ
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
三
一
一
一

回
山
岸
共
氏
「
白
山
信
仰
と
加
賀
馬
場
」
(
『
白

山
・
立
山
と
北
陸
修
験
道
』
所
収
名
著
出
版
)

四
五

1
四
六
頁

川
口
「
朝
倉
始
末
記
L

(

『
朝
倉
叢
書
』
)
一
一
五
頁

初
「
朝
倉
始
末
記
(
『
朝
倉
叢
書
』
)
一
四
九
頁

幻
『
足
羽
町
史
』
一
四

O
頁

幻
柏
原
祐
泉
氏
「
幕
藩
体
制
の
成
立
と
宗
教
の
立

場
|
仏
教
」
(
『
体
系
日
本
史
叢
書
児
宗
教
史
』

山
川
出
版
社
)
二
九
四
j

二
九
五
頁

お
河
原
哲
郎
氏
「
越
前
馬
場
平
泉
寺
の
歴
史
的

推
移
」
(
『
白
山
・
立
山
と
北
陸
修
験
道
』
所
収
)

一
三
五
頁
〈
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
泰
澄
伝
説
の

ひ
ろ
が
り
〉
高
嶋
勝
栄
氏
『
泰
澄
大
師
』
七
一

4 5 6 7 8 

ー
一
五
九
頁
〈
泰
澄
大
師
の
遺
跡
〉

り
帥
『
越
前
回
名
蹟
考
』
一
七

1
一
九
頁
に
、
国
中

三
十
三
所
観
音
廻
札
所
と
し
て
第
一
番
杖
立
金
堂

か
ら
第
叶
三
番
大
谷
寺
ま
で
の
札
所
名
と
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
御
詠
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
-

一
番
杖
立
金
堂
、
こ
の
世
よ
り
こ
か
ね
の
堂
に
参

り
つ
、
仏
の
御
影
お
か
む
な
り
け
り
、
(
因
み
に
、

西
国
三
十
三
所
札
所
第
一
番
青
岸
渡
寿
の
御
詠
歌

は
、
補
陀
洛
や
岸
う
つ
波
は
三
熊
野
の
那
智
の
お

山
に
ひ
び
く
滝
っ
せ
、
で
あ
る
)
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